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  国立大学法人千葉大学 
 
 
 
 
国立大学法人千葉大学（学長：中⼭ 俊憲）は、⽇本医療研究開発機構（AMED）「ワクチン開発の

ための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業」（以下、「本事業」）において、東京大学（フラッグ
シップ拠点）、大阪大学・長崎大学・北海道大学（シナジー拠点）とともに、シナジー拠点として採択
されました。 
本事業は、「ワクチン開発・生産体制強化戦略（令和３年６月１日閣議決定）」に基づき、令和３年

度補正予算にて基金事業として創設され、世界トップレベル研究開発拠点（フラッグシップ拠点、シ
ナジー拠点）の整備等を行うとともに、平時から同拠点を中心として、ワクチン開発・感染症の出口
を見据えた研究を推進します。 
本学は、本事業の拠点として「未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点」（拠点長：清野 宏 卓越教

授）を形成し、全身免疫に加えて、従来の注射型ワクチンでは誘導が難しい粘膜免疫をともに惹起で
き、感染阻止と重症化回避ができる粘膜ワクチン（経鼻や経口等）の開発等を推進します。 

【千葉⼤学 未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点 概要】 
 本拠点では、ヒト細胞共培養やオルガノイド技術等を利用したヒト粘膜免疫の理解や、病原性免疫
記憶、生体防御免疫記憶等の免疫誘導の場と記憶免疫の理解に基づいた粘膜ワクチン研究開発を推進
します。さらに、「呼吸器感染症をターゲットにした経鼻ワクチン」、「腸管感染症の予防を目指す経口
ワクチン」の開発を中心に推進し、研究部門、附属病院、企業との強力な連携により、有効で安全・
安心な粘膜ワクチンの実用化による社会貢献を目指します。 

 

【ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業に関する資料】  
URL：https://www.amed.go.jp/program/list/21/02/002.html 

  

ニュースリリース 

有効で安全・安心な粘膜ワクチンの実用化により社会貢献を目指す！ 
ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業に採択 

配信先：文部科学記者会、科学記者会、厚生労働記者会、千葉県政記者クラブ 

【本件に関するお問い合わせ先】 
千葉大学 亥鼻地区事務部 総務課 企画係 
電話：043-226-2946  FAX：043-226-2005 E-mail： inohana-koho@chiba-u.jp 
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